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「生きる希望と命の輝き」を贈るために

国を超え、民族を超えて地球的規模で善意の輪が広がるよう

命の尊さを訴え続けて行きたいと思います

(1965周 年記念全国大会アピールより)

196全 国大会・パネルディスカッションに

臨むパ トリシア・コッポさん

鰈日本のみなさんヽ ||    | |‐
■ |

NMDPは現在|ォーストラリア、ォーストリア、カナダ、
イギリス、ラリン支:女ベイン、スイス|シンガポ■

'ι

:台

湾などと国際提携を■ちています:き oな くこあ中1白本も
.

入ります。今後は、ァ|ンア系の患者さ4`Fと つて導合ドオT

λ量::二輩看曾::」11「詈喜:,tiil::奎 [暴

広がることは大変う.れ しtヽ ことです。|‐ |     |

贈

一



・骨
髄
バ
ン
ク
国
際
協
力
概
要

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
現
在

約
８
万
２
千
人

（
９７
年
３
月
末
）、
骨
髄
移
植
を

希
望
す
る
患
者
さ
ん
が
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
適
合
の
ド
ナ

ト
候
補
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
確
率
は
約

７３
％

（血
清
学
的
レ
ベ
ル
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
適
合
ド
ナ
ー
を

一
人
も
見
つ
け
ら
れ
な
い

患
者
さ
ん
が
、
約
６
５
０
名
も
お
ら
れ
る
現
実
が

あ
り
ま
す
。

一
‐患者
さ
‐ん
の

―骨
髄
移
植
の
機
会
を
増
や
す
た
め

に
は
ず
ド
ナ
■
登
録
者
の
大
幅
な
拡
大
を
図
る
必

要
性
と
ど
も‐
に
、
海
外
の
骨
髄
バ
ン
ク
ど
提
携
を

結
び
ず
相
互
に
適
合
ド
ナ
ー
を
探
す
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
一て
お
り
ま
し
た
。　
　
　
■
●

一
現
在
ず
世
界
に
は
約
“
の
国
と
地
域
に
骨
髄
バ

ン
ク
が
一設
立
さ
れ
て
お
り
、
ド
ナ
ト
登
録
者
数
は

一合
計
で
４
■
■
万
人
を
超
え
、
各
国
と
も
そ
の
規

模
・内‐
容
ど
ｔ
ｔ
次
第
に
充
実
し
で
ぎ
●
一
〓
す
。

緻
篠

饒
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及び、アシアにつtヽ て ま、それぞれのバンクからの情幸長に基づきました。
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鰊
鑽

蜻

雖

蝙

徒
談
贅
瞼
当

国
・際
協
力
の
開
始
と
今
後
の
取
り
組
み

■
米
両
骨
髄
バ
ヽ
ク
相
互
協
力
事
業
開
始
″
　
４
０
０
万
人
を
超
え
る
ド
ナ
ー
登
録
者
数

世
界
約
４０
の
国
Ｌ
地
域
の
骨
髄
バ
ン
ク
が
手
を
結
ぶ

地
球
規
模
ネ
ッ
・
ワ
ー
ク
ヘ
の
第

一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た

シ
ス
テ
ム
が
欧
米
を
中
心
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、

相
互
に
骨
髄
提
供
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
、
同
じ
民
族
同
士
で
適
合
す
る
確

率
が
高
い
の
で
す
が
、
国
際
化
が
進
み
多
く
の

人
々
が
国
を
超
え
て
交
流
し
て
い
る
今
日
、
骨
髄

ハ
ン
ク
も
ま
た
、
国
を
超
え
た
国
際
協
力
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
こ
こ
数

年
、
他
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
提
供
さ
れ
る
例
が

急
激
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

―日‐‐
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
発
足
か
ら
５
年
を
経
過

し
、
国
内
の
体
制
が

一
応
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で

か
ね
て
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
国
際
協
力
事
業

に
つ
い
て
、
本
年
４
月
よ
り
上
米
骨
髄
バ
ン
ク

（
ｚ

３

８

≧

〓

●
『
】
ｏ
■

∪

８

９

聟

〓

工
日

Ｉ

Ｎ

Ｍ

Ｄ

Ｐ

）

と
正
式
提
携
を
結
び
、
相
互
に
使
索
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
　
（表

②

ま
た
、
日
本
人
と
Ⅱ
Ｌ
Ａ
型
違
合
の
可
能
性
が

高
い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
ア
じ
ア
諸
国
で
も
骨
髄

バ
ン
ク
が
、
次
々
と
設
立
さ
熟
活
動
を
始
め
て
き

て
い
ま
す
　
現
在
、
台
湾
、
警
国
等
の
ア
ジ
ア
諸

国
と
提
携
を
結
ぶ
た
め
の
協
議
を
開
始
し
て
お

り
、
今
後
は
さ
ら
に
、
世
界
名
国
の
骨
髄
バ
ン
ク

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
め
ざ
し
て
着
実
に
国
際

協
力
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
レ
と
し
て
い
ま
す
．

こ
れ
か
ら
は
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登

録
さ
れ
て
い
る
皆
様
を
は
じ
沐
　
世
界
各
国
に
登

録
さ
れ
て
い
る
ド
ナ
ー
登
録
者
の
方
々
の
善
意

が
、
国
や
地
域
、
そ
し
て
政
治
や
宗
教
等
の
違
い

を
超
え
て
、
生
命
の
贈
り
物

・あ
る
骨
髄
液
が
、

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
届
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
ヽヽ一心
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。
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日
米
両
バ
ン
ク
提
携
の
経
緯

Ｈ
米
両
骨
髄
ハ
ン
ク
は
、
そ
れ
そ
れ
の
国
の
医

療
制
度
、
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
等
を
相
互
に
尊
重
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
対
等
の
立
場
て
両
国
の
患

者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
提
携
を
結
び
ま
し
た

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
発
足
当
初
よ
り
海
外
の

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
国
内
患
者
と
同
様
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
、
す
べ
て
の
国
に
円

戸
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
※
こ
れ
ま
で
に
海
外
在

住
患
者
さ
ん
か
ら
の
正
式
検
索
依
頼

（登
録
一
は

９
名
あ
り
、
そ
の
う
ち
骨
髄
提
供
に
至
っ
た
ケ
ー

ス
は
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
２
件
、
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
ー
件
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
欧
米
諸
国
で
行
わ
れ
て
い
た
各
国
骨

髄
バ
ン
ク
間
の
相
互
検
索
や
骨
髄
提
供
を
行
う
、

白
血
病
に
浸
さ
れ
た
姉
を
め
ぐ
り
、

家
族
の
様
々
な
愛
と
葛
藤
を
描
い
た
映

画

「
マ
イ

・
ル
ー
ム
■
日
本
で
の
全
国

劇
場

一
般
公
開
に
先
立
ち
、
１
月
２
日

東
京
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

・
丸
ノ
内
ビ
カ

デ
リ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
特
別
試
写
会

が
行
わ
れ
、
冒
頭
、
来
日
し
た
こ
の
映

画
の
主
演
の
メ
リ
ル

・
ス
ト
リ
ー
フ
さ

ん

（ア
カ
デ
ミ
ー
賞
女
優
）
が
舞
台
挨

拶
。
同
日
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附

属
病
院
小
児
科
へ
、
骨
髄
移
植
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
ど
家
族
を
訪
問
し
た
際

1=1 11‐ ■ ム:

■羊 i「  ■● lli 躙

イ
協
句
事
業

，こ

ノ́
ニ

ｆ
Ｌ
検
討
を
進

鳥
　
９
年

月

，１
〓
　
一・
メ
一　
二
．
ミ
ヽ
ア
つ　
一ギ
　
一、
市
Ｉ
轟
鷲

■
れ
た
全
米
骨
籠
　
レ
■
　
一Ｎ
Ｍ
Ｉ‐
Ｐ
一
絶
去

）１１
同
時
に
開
催
さ
れ
た
世
界
骨
髄

′‐
ン
タ
協

■｛　
二

，
１
・
７
〓
二

，
　́
一ざ
Ξ
〓・′　
´
■
〓
ア
〓
ｒ
´

一
ｐ
Ｗ
一
ミ
　ヽ
ニ
メ
ン
タ
１１
代
表
を
送
ｎ
、
日

〓́
二
■
い　
海
外
の
患
者
さ
ん
の
登
録
を
受
け

ヽ́
て
お
■
　
国
内
の
運
営
体
制
か
整
備
さ
れ
た

・う　
各
国
ヒ
提
携
を
結
ひ
積
極
的
に
国

麟
力
を
行
う
旨
を
表
明
，
こ
す
）た

て
の
後
　
―・ｌ
米
両
骨
髄

ハ
ン
ク
　

ヽヽ

■
様
々
な
機
会
に
話
し
合
い
の

一
を
持
ち
検
討
を
進
め
て
き

，
し
た
が
　
提
携
に
つ
い
て

一
最
終
的
な
日
米
両
国
政
府

国
際
協
力
ら
業
務
開
始
を
日
米
「
日
発
表

い
た
し

〓一・　）ム
，．

国
際
協
力
事
業
の
内
容

一■

ド
ナ
ー
検
索
や
連
絡
方
法

ま
ず
自
国
の
骨
髄

′、
ン
ク
に
■
者
登
録

一検
索

′
■
瑾
讐

依
頼
）
し
、
適
合
ド
ナ
ー
候
補
者
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
に
、
相
手
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
に
検
索
依
頼

し
ま
す
　
相
互
の
連
絡
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
通
信

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
を
利
用
し
、
迅
速
な
連
絡
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

墜

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
検
査
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ヽ

骨
髄
採
取

（移
植
）
の
手
続
き

ド
ナ
ー
候
補
者
の
方
々
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
確
認
検
査

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
骨
髄
採
取
は
、
す
べ
て
そ

れ
ぞ
れ

（自
国
）
の
骨
髄
バ
ン
ク

・
病
院
で
行
い

ま
す
の
で
、
従
来
と
何
ら
手
続
き
面
で
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
両
国
で
検
査
項
Ｈ

・
方
法

に
若
干
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
当
分
の
間
、
両
国

で
、
血
液
検
査
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
検
査
を
行
い

ま
す
。
従

っ
て
、
海
外
の
患
者
さ
ん
と
適
合
し
た

場
合
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
段
階
で
の
ド
ナ
ー
候

補
者
の
検
体
採
血
量
が
少
し
多
目
に
な
る
等
、
海

外
へ
の
提
供
の
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
骨
髄
採
取
や
移
植
を
実
施
す
る
病

院
は
海
外
の
病
院
と
の
直
接
的
な
連
絡
が
必
要
と

な
る
こ
と
や
骨
髄
採
取

⌒移
植
）
に
十
分
な
経
験

を
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
交
通
利
便
等
が
考

慮
さ
れ
る
た
め
、
全
国
の
３０
病
院
程
度
に
限
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。
患
者
さ
ん
は
、
い
ま
ま
で
通
り

そ
れ
ぞ
れ
白
国
の
病
院
で
移
植
を
受
け
る
こ
と
に

魃

嘲
評

電患者。家族を励ましの病院訪問

骨髄バンク主催の記者会見に

写真 1 東京慈恵会
=千

1ナ:ギ「だ雇 |た ■ て
｀
しlE[■ ● :ti Ci「 ■

励 ましのブレセントを贈 る

写真2募金箱を前に試写会にかけつけた長嶋監督と

写真こ /ヽンク主催の記者会見席上で

写真

`1左

・舞台挨拶をするメリル・ストリープさん 右・竹内智美さん

の
様
子
を
感
動
的
に
語
り
、
移
植
を
受

け
、
元
気
に
な

っ
た
竹
内
智
美
さ
ん

（
２３
）
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
る
と
、
バ

ン
ク
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
告
げ
て
会

場
に
ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

試
写
会
前
、
バ
ン
ク
主
催
の
記
者
会

見
の
席
上

「
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
に
生
き
る
道
へ
の
可
能
性
が
広
が
る

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
日
米
骨
髄

バ
ン
ク
提
携
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た

鸞
la咤渕

「
ギ
義 |



鶴

ドナーセンター

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ

骨
髄
移
植
ま
で
の
患
者
負
担
金

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
へ
の
検
索
依
頼
か
ら
骨
髄
移
植
ま
で

に
至
る
費
用

⌒患
者
登
録
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
確
認
検
査
、
健
康
検
査
、
骨
髄
採
取
、

輸
送
費
等
）
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
に
実
費
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
骨
髄
移
植
す
る
ま
で
の
費
用
総
額
は
３
５
０
万

円
か
ら
４
５
０
万
円
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

逆
に
、
米
国
の
患
者
さ
ん
が
日
本
か
ら
骨
髄
提

供
を
受
け
る
ま
で
に
要
す
る
費
用
も
、
相
互
主
義

に
も
と
づ
き
、
米
国
の
患
者
さ
ん
に
同
額
程
度
を

負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
の

骨
髄
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
受
益
者
負
担
を
原
則

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
両
国
の
社
会
保
険
制
度
や

医
療
コ
ス
ト
が
違
う
た
め
、
そ
の
コ
ス
ト
に
合
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｌ

日
米
提
携
の
成
果
の
見
通
し

当
面
、
年
間
１
０
０
件
程
度
の
適
合
検
索

（正

式
登
録
）
の
依
頼
が
、
日
米
相
互
に
あ
る
と
予
測

さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
適
合
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
リ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
続
き
を
経
て
、
最
終
的
に
骨
髄

移
植

（採
取
）
に
至
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１０
名
程

度
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

表 f

登録報酬支払

コーディネーションセンター機構図

―
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説明 一般検査・採血

HLA A、 Bタ イビング

ドナーセンターファイルヘ登釜晨

NMDPに おける ドナー登録の流れ 
表 7

推進報酬支払

全

米

骨

髄

バ
ン
鳳ノ
の
現
状

恥
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会
で
の
講
演
雲
三

Ｚ
ヨ
∪
「
〇
〓
①一
〇
Ｏ①
２ヽ
３
Ｑ
Ｏ
芸
ｏ①
ヽ
三
９
「
”三
２
”
＞
・Ｏ
ｏ
つＯ
ｏ

全
米
骨
髄
バ
ン
ク

一Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
の
使
命
は
、
　

ド
ナ
ー
か
ら
骨
髄
幹
細
胞
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

自
血
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
命
に
関
わ
る
血
液
疾
　
　
を
維
持
し
推
進
し
て
行
く
こ
と
で
す
。
こ
の
使
命

患
の
患
者
さ
ん
に
、
非
血
縁
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
を
達
成
す
る
た
め
、
ド
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
、
移
植
セ

ン
タ
ー
、
採
取
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
全
体
を
統
合
す
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
の

組
織

・
機
構
を
有
し
て
い
ま

す
。
（表

０
０

こ
れ
ら
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
で
結
び
付
け
ら
れ
て
お

り
、
迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
（表

⑥

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
は
、
１
９
８
６
年

１０
月
の
設
立
以
来
、
ド
ナ
ー
リ

ク
ル
ー
ト
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
力
を
注
い
て
き
て
い
ま
す
。
理

事
会
で
運
営
方
針
の
決
定
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

が
直
接
ほ
と
ん
ど
の
日
常
業
育
を
遂
行
し
て
い
ま

す
　
（表

■
》

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・参
加
セ
ン
タ
ー
と
の
電
子
メ
‐ル
に
よ
る
連
絡

・ド
ナ
ー
募
集
活
動
の
指
導
肇
督

・適
合
検
索
の
た
め
の
コ
ー
デ

ネヽ
ー
シ
Ｆ
ノ

。患
者
の
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
活
動

・移
植
成
績
等
の
デ
ー
タ
集
精
麟
析
、
研
究
推
進

。参
加
セ
ン
タ
ー
の
連
携
、
全
■
の
管
理
運
営

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
が
新
年
９
月
け
業
務
を
開
始
し
た

時
、
わ
ず
か
５
千
人
の
ド
ナ
・
登
録
者
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
主
に
血
泌
セ
ン
タ
ー
の
血
小

板

・
全
血
献
血
者
と
し
て
登
干
し
て
い
た
人
々
か

ら
、
骨
髄
ド
ナ
ー
が
リ
ク
ル

‐卜
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
数
年
間
は
、
登
録
者
は
少
し
ず
つ
し
か
増

え
ず
、
患
者
家
族
は
、
そ
の
数
の
少
な
さ
に
不
満

を
覚
え
、
自
分
達
で
地
域
社
会
に
訴
え
る
ド
ナ
ー

募
集
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
募
集
時

の
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
用
は
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
や
公
的
補
助

が
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
自
身
が
支
払
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
経
済
的
困
難
さ
か
ら

す
ぐ
に
限
界
に
達
し
ま
し
た
が
、
社
会
的
に
大
き

な
ア
ビ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
が
、
地
域
社
会
で
の
ド
ナ
ー
募
集
に

本
格
的
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
の
は
”
年
か
ら

で
、

９．
年
よ
り
連
邦

（州
）
政
府
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ａ
検

査
費
用
が
援
助
さ
れ
て
か
ら
は
、
非
常
に
大
き
な

伸
び
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
方
式
と
呼
ば
れ
る
ド
ナ
ー
募
集
登
録
は
、
教
会

や
企
業
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
街
頭
な
ど
で
、
土
日

を
含
め
て
年
中
、
全
米
各
地
で
千
回
以
上
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
以
後
今
日
ま
で
、
毎
年
２０
万
人
～
ｍ

万
人
以
上
も
の
ド
ナ
ー
登
録
者
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
（表

０
０

ド
ナ
ー
募
集
団
体
は
、
患
者

・
家
族
の
い
る
地

域
ご
と
に
、
企
業
や
労
働
組
合
、
各
種
団
体
、
教

会
等
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り
を
求
め
、
様
々
な
機
会

ご
と
に
ド
ナ
ー
登
録
協
力
の
呼
び
か
け
と
と
も

ドナーセンター

ドナ■ID、 HLA A、 3を NMDPフ ァイルに登録



一一　
検
査
費
用
ら
ト
ナ
　

レヽ
一Ｆ
′

一専
金

）
を
行

イン
一
、
‥，ユ́

，ユー

現
在
は
、
連
邦
政
精

一日
本
う
辱
生
省
Ｉ
あ
た

る
委
員
会

一
ヒ
海
軍
の
二
つ
の
機
関
か
ら
少
数
民

族
を
中
心
と
し
た
検
査
費
用
、
そ
し
て
運
営
資
金

｝
　

．

一，
ア
系
や
黒
入
、
ア
メ
ーｌ
ｉ
先
住
民
　
ヒ
一・
．
ニ

一ｔ
フ
等
の
少
数
民
族
つ
な
ゃ
っ
適
台
率
キ
低
「
代

．警
て
あ
っ
た
た
め
、
三
二
数
年
　
特

一́少
歌
民
性

一^

万
々
を
ド
十
１
募
集
つ
主
要
な
対
象
ヒ
し
て
取

．■
組
み
を
行
い
ま
し
た
　
ｏ■
け
結
果
、
ド
十
ヽ
登

卜
凛
は
５
万
人
に
ま
で
増
加
し
、
今
ま
で
は
少
な

■
オン
た
少
数
民
鉄
の
患
者
さ
ん
の
移
植
件
数
も
、

一甲
調
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
　
一
∵
つ
し
た
努
力

一〓
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
　
（表
〓
こ

．一　
ム
′日
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
か
ド
キ
ー
検
索
で
き
る
登
録

娑
こ
約
２
５
１１
万
人

（米
国
在
住
ド
ナ
ー
は
約
１

●
０
万
人
一
て
ち
い
、
こ
の
他
に
提
携
を
結
ん
で

一
る
９
ヶ
国
の
合
計
約
ｍ
万
人
も
検
索
で
き
ま

一
ヽ

さ

２ヽ
に
、
世
界
骨
髄
バ
ン
ク
協
議
会

（Ｂ
Ｍ

Ｉ
ヽ
、
本
部
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
は
未
加
盟
）
に
は
、

ヤ
盟
加
ケ
国
の
ド
ナ
Ｉ
Ｈ
Ｌ
Ａ
タ
イ
プ
が
種
類
ご

Ｌ
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
リ
ス
ト
も
照
合
し

て
い
斗二
，
　
従
っ
て
、
合
計
３
５
０
万
人
を
超
え

る
ド
ナ
ー
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一　
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
は
、
患
者
さ
ん
が
良
い
状
態
で
移
植

一が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
検
索
開
始
か
ら
移
植
に
至

ヽ

る
ま
で
つ
時
間
を
響
縮
す
る
こ
レ

一́最
も
力
を
注

い
て
き
多
書
工
一　
様
々
な
連
絡
め
手
続
き
に
か
か

る
時
間
を
師
縮
す
る
た
め
、
各
■
輌
七
ン
タ
ー
と

つ
連
絡
お
よ
ひ
全
体
を
有
機
的
写
緒
ひ
付
け
て
い

る
の
■
　
ヽ
Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ぇ

ト́
ワ
ー

ク
シ
ス
一一
′ｒ
ｉ
ｏ
　
二
う
し
た
警
力
の
結
果
、
現

在
で
は
ド
キ
ー
検
索
か
ら
移
植
■
て
に
要
す
る
平

均
は
、
１
～
・ケ
月

‐■
な
っ
て
い
三
―

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
最
初
の
ド
ヽ
１
適
合
検
索
に

つ
い
一
ふ
ｂ、
患
者
さ
ん
の
主
治
医

各^
国
バ
ン
ク
）

か
ら
　
電
子
メ
ー
ル

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
、
適
合

者
が
い
る
か
否
か
の
照
会
に
無
料
で
応
じ
て
お

り
、
原
則
と
し
て
れ
時
間
以
内
に
返
答
し
て
い
ま

す
　
適
合
ド
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
正
式
検
索

（登

録
）
と
は
な
り
ま
せ
ん
．ご
」
の
予
備
検
索
方
法
は
、

世
界
各
国
が
採
用
し
て
お
り
、
迅
速
な
検
索
と
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
は
、
日
米
両
国
骨
髄
バ
ン
ク
の
提
携

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
日
系
人
、
ア
ジ
ア
系

の
患
者
さ
ん
に
大
き
な
恩
恵
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
ド
ナ
ー
が
日
本
の
患
者
さ
ん
の
生
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
待
ち
望
ん
で
い
る
多
く
の
患
者
さ

ん
の
た
め
に
、
両
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
が
さ
ら
に
よ

り
良
い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
、
互
い
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ドナー登録者累計数の推移   衣

¨
一
■ギ

‐‐
」
一

Ｆ̈
〓瑞

が
年
間
約
２
千
万
ド
ル
補
助
さ
れ
て
お
り
、
ス
ム

ー
ズ
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

現
在
、
自
人
系
の
患
者
さ
ん
の
適
合
す
る
確
率

は
約
７５
％
程
度
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ア

Q NMDPは どうしてできたのですか

A 1978年 、コロラドの大牧場主の娘口■ラ・グレイ

ブィスは自血病と診断されました。1父親の口
'ヾ=卜

は骨

髄ドナーを求めて全米の血液センターや病院を訪ね歩き

ますが、適合者はいません。シアトルのフレッド・ハッ

チンソン癌移F究センターのスタッフ内に偶然、適合者を

見い出し、
"年

にローラは移植を受けることができまし

た。喜びの父は私財を投じて米国初のバンク「ローラ・

グレイヴィス骨髄移植財団Jを設立:その後相次いで設

立された地方バンクは、海軍と連邦政府の援助で統合さ

れ_1987年NM‐DIP.が誕生しま.した・ ‐_■ _■■■‐■■

今日NMDPは、約26S万 人という菫界最大のドテー

登録数を誇り、その機能的なシステムとダイナミックな

発展は世界の手本となっています,

‐QI上位10ヶ 国以外に骨髄バンクのある国は?

A■オ■ストリア、ベルギー、インド、クロアチア、キ
ー
プロ|ス、チェコtデンマーク、フインランド、ギリシャ、

ハ|ン|ガ リー、アイルランド、イスラエル、オランダ、ノ

ルウェニ、ポーランド、ロシア、スロベニア、南アフリ

カ、スベイン、スイス、ポルトガル、ウクライナ、ベラ

ルーシ、ブラジル、中国、香港、シンガボールなどです。

昨年12月 14日 、東京・経団連会館で'96全国大会 (5周

年記念)が開催されました。本年4月 のNMDPと の提携

に先がけて、NMDP運営部門長パトリシア・コッボさん

をお招きして米国の現状報告やドナー募集、 ドナー登録

などの方法や状況の相違点を中心にディスカッションが

行われました。NMDPの システムの学習と日本のシステ

ムを見つめなおす場となったシンポジウムでした。大会

の最後に「生きる希望と命の輝きJを訴え、バンク事業

の一層の推進を誓うアビールを採択し、開会しました。

NMDPの ドナー登録状況  ■9=三 :≡ 三豪■

登録者数 2498183)、日米相互学習の場となつた

「骨髄バンク推進全国大会 '96」

壇上で講演するコッポさん



米
国
永
住
権
を
持
つ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
在
住

８９
年
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
と
診
断
さ
れ

９３
年
に
骨
髄
移
植
を
受
け
る

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
仲
介
で

骨
髄
移
植
を
受
け
た
最
初
の
海
外
在
住
者

横
田

豪
雄
さ
ん

滲し
い
う
不
思
議
な
感
じ
を
も
っ
て
、
適
合
者
存
在
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
奇
跡
と
い
え
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
」

％
年
の
秋
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
届
い
た
横
田

さ
ん
の
手
紙
に
は
、
国
境
を
越
え
て
骨
髄
を
提
供

し
て
く
れ
た
日
本
の
ド
ナ
ー
に
対
す
る
限
り
な
い

感
謝
の
思
い
が
切
々
と
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

雉
緻
瘍
馘
瘍

横
田
さ
ん
が
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
の
発
症
を
知

っ
た
の
は
”
年
４
月
の
こ
と
。
日
本
に
は
ま
だ
公

的
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
足
し
て
い
な
か
っ
た
。
仕
事

に
追
わ
れ
て
、
２
、
３
年
受
け
そ
び
れ
て
い
た
健

康
診
断
を
軽
い
気
持
ち
で
受
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
病
院
で
判
明
し
た
の
だ
っ
た
。
全
く
自
覚
症
状

が
な
か
っ
た
。
学
生
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、

健
康
に
は
自
信
が
あ
っ
た
だ
け
に
検
査
結
果
が
信

じ
ら
れ
ず
、
い
く
つ
も
病
院
を
回
っ
た
。

「白
血
球
数
１７
万
強
。
余
命
３
、
４
年
。
た
だ
し
急

性
転
化
が
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
。
半

年
後
か
、
１
年
、
３
年
後
か
、
明
日
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
時
は
治
療
の
し
よ
う
が
な
い
」

祈
る
よ
う
な
期
待
に
反
し
て
、
ど
こ
の
医
師
も

同
一製
を
あ
わ
せ
た
よ
う
に
同
じ
こ
と
を
告
げ
た
。

「骨
髄
移
植
の
他
に
助
か
る
道
は
な
い
、
し
か
も

一
刻
も
早
く
」

横
田
さ
ん
の
ド
ナ
ー
探
し
が
始
ま
っ
た
。
日
本

に
い
る
親
兄
弟
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
血
縁
者
に

検
査
の
依
頼
を
し
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
二
人
の
姉

移植を受けるためシアトルに向かう空港で

「帰りは独りかもしれない」アンリーさん (左 )は

秘かにそう思っていた

ど
う
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が

一
致
し
て
い
た
。
横
田
さ

ん
と

一
致
し
て
い
る
の
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
と
全
米
骨
髄
バ
ン
ク

（Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
に

患
者
登
録
を
し
た
。
次
い
で
英
国
の
骨
髄
バ
ン

ク

・
ア
ン
ソ
ニ
ー
ノ
ー
ラ
ン
に
も
照
会
。
同
じ
ア

ジ
ア
系
民
族
の
国
な
ら
と
香
港
の
バ
ン
ク
に
も
ド

ナ
ー
検
索
を
依
頼
し
た
。
世
界
中
の
骨
髄
バ
ン
ク

の
１
０
０
万
人
を
超
す
ド
ナ
ー
登
録
者
の
中
に
、

適
合
者
を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
３
年
が
過
ぎ
、
そ

の
間
に
勤
め
て
い
た
日
系
の
会
社
も
辞
め
る
は
め

に
も
な
っ
た
。
投
薬
で
病
状
は
ほ
ぼ
安
定
し
て
い

る
と
は
い
え
、
医
師
が
宣
告
し
た
１
年
目
ま
で
、

あ
と
幾
ば
く
も
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
た
。

Ｍ
場
が
な
摯郎

』ヽ中
ウ
ル

「も
は
や
、
時
間
切
れ
か
…
」

横
田
さ
ん
が
あ
き
ら
め
か
け
た
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
、
最
初
の
奇
跡
が
起
き
た
。
「財
団
法
人
骨

髄
移
植
推
進
財
岡
」
設
立
、
日
本
に
骨
髄
バ
ン
ク

が
で
き
た
の
だ
。
横
田
さ
ん
は
最
後
の
望
み
を
か

け
た
。
海
外
在
住
者
は
枠
外
と
い
う
難
関
を
、
財

団
の
決
断
で
乗
り
越
え
て
与
え
ら
れ
た

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。
登
録
か
ら

一
ヵ
月

後
、
た
っ
た

一
度
の
ド
ナ
ー
検
索
で
適

合
者
が
見
つ
か
っ
た
。
血
液
型
、
Ｈ
Ｌ

Ａ
型
Ｄ
Ｎ
Ａ
タ
イ
ビ
ン
グ
、
全
て

一
致
。

奇
跡
に
継
ぐ
奇
跡
だ
っ
た
　
見
知
ら
ぬ
日
本
の
ド

ナ
ー
の
骨
髄
液
は
、
海
を
渡
っ
て
米
シ
ア
■
ル
市

に
転
送
さ
れ
フ
レ
ッ
ド

・
ハ
ツ
チ
ン
ソ
ツ
堀
研
究

セ
ン
タ
ー
で
横
田
さ
ん
に
移
植
さ
れ
た
「
移
植
年

齢
制
限
襲
歳
寸
前
の
こ
と
だ
っ
た
。　
一　
・

晰
宦
蜀
隆
雉

現
在
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
ク
ロ
・ン
サ
ル
タ
ツ
■
‐の

会
社
を
経
営
す
る
ま
で
に
健
康
を
取
り

‐もど
し
た

横
田
さ
ん
だ
が
、
実
は
騨
年
に
肺
炎
、
９５‐年
に
は

結
腸
腫
瘍
に
か
か
り
三
度
に
わ
た
る
手
術
を
受
け

て
い
る
。
観
念
し
て
ｔ
十
ろ
■
・」夕
■
一
・‐

・
た
０

「あ
な
た
様
か
ら
い
た
だ
い
た
骨
髄
が
強
力
に
適

合
し
て
い
る
お
か
げ
で
、無
事
克
服
で
き
ま
し
た
」

横
田
さ
ん
は
手
紙
の
マ
中
に
記
し
て
い
る
。

９７
年
の
早
春
、
病
気
の
父
を
見
舞
い
に
帰
国
。

埼
玉
県
の
実
家
へ
帰
っ
キ
．足
を
延
ば
し
て
財
団
を

訪
れ
、
日
米
両
骨
髄
バ
ン
ク
相
互
協
力
の
正
式
提

携
が
成

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

か
つ
て
、
厳
し
い
医
師
の
診
断
を
父
に
訳
し
て

間
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
自
分
な
ら

取材・小玉徹子
―

    |        ‐■|・ _   ■‐■

献鼈 颯跛 1瞼



奮■■■

遠く離れた見知らぬ者どうしが心を通わせる。不思議な、そしマ

あなたの骨髄が海の向こうで命の芽をふき、新しい物語の花をて

蝙蝙瘍瘍「国際協力」つて ? ――――― ]

国
際
協
力
の
意
識

「手
伝
え
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
一

横
田
さ
ん
は
心
か
ら
喜
ん
だ
　
レ
一う
ご

ノ́
て
も

言
い
尽
く
せ
な
い
ド
ナ
ー
ヘ
の
感
謝
の
気
持
ち

一
日
会

っ
て
お
礼
を
言
い
た
い
　
そ
れ
か
か
な
わ

な
い
の
な
ら
、
せ
め
て
何
か
他
の
人
の
役
に
立
つ

移
植
に
ま
つ
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

と
想
い
続
け
て
き
た
の
だ

名
古
屋
第

一
赤
十
字
病
院
は
、
国
内
唯

´
の
Ｎ

Ｍ
Ｄ
Ｐ
認
定
病
院
．^
米
国
ド
ナ
ー
か
ら
の
移
植
を

手
が
け
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
青
労
を
尋
ね
る
と
、

小
寺
先
生
は
こ
と
も
な
げ
に
そ
う
言

っ
た

鰺
け
さ
え
鰊
は
参
襲
応
え
て

小
寺
良
尚
先
生
の
内
科
部
長
室
に
は
、
お
び
た

だ
し
い
数
の
医
学
書
の
す
き
間
に
、
認
定
証
が
額

に
入
れ
て
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

海
外
ド
ナ
ー
か
ら
の
移
植
第
１
例
と
な
っ
た
患

者
さ
ん
は
、
骨
髄
移
植
の
他
に
助
か
る
道
は
な
く

血
縁
内
に
も
国
内
で
も
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
ず
、

ワ
ラ
を
も
す
が
る
思
い
で
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
へ
の
ド
ナ
ー

検
索
を
依
頼
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。
と
も
か
く
そ

の
思
い
に
応
え
る
こ
と
が
最
優
先
だ
っ
た
，
と
こ

ろ
が
幸
運
に
も
適
合
者
が
見
つ
か
る
と
、
様
々
に

問
題
が
出
て
き
た
。
渡
米
し
て
移
植
を
受
け
る
に

は
病
院
へ
の
寄
託
金
だ
け
で
も
３
０
０
０
万
円

一命
を
救
わ
れ
　
今
度
は
将
来
の
夢
が

侍
ら
れ
ま
し
た

幸
い
の
苗
床
で
す
ね
、

青
髄
移
植
の
世
界
は
一

横
田
さ
え
は
し
み
し
み
語

っ
た

由
床
を
広
〓
よ
う

一
町
の
う
ち
に
決

意
を
秘
め
て

家
族
の
滞
在
費
を
合
わ
せ
る
と
患
者
さ
ん
の
経
済

綺
負
担
は
相
当
な
も
の
に
な
る
　
国
内
で
移
植
を

受
け
る
に
は
、
認
定
病
院
で
な
い
と
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
か

ら
の
骨
髄
の
提
供
は
受
け
ら
れ
な
い
　
急
き
ょ
認

定
の
中
請
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
　
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
の

友
人
か
ら
の
情
報
で
認
定
条
件
を
知
り
、
早
く
か

ら
少
し
ず
つ
整
備
を
進
め
て
い
た
小
寺
先
生
に
は

幡
算
が
あ

っ
た
の
だ

”
年
１０
月
認
定
が
お
り
た

一
ヵ
月
余
の
後
、
移

植
は
行
わ
れ
た
　
以
後
４
年
間
、
こ
れ
ま
で
に
Ｈ

李
骨
髄
バ
ン
ク
で
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い

し
こ
と
で
の
問
い
合
わ
せ
が
全
国
か
ら
２
０
０

汗
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
に
検
索
依
頼
を
し
た
１
０
１
人
の

う
ち
２
人
に
適
合
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
り
、

１１
人
が

移
植
を
受
け
た
。
う
ち
数
人
が
自
人
か
ら
骨
髄
提

決
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
民
族
内

で
は
ま
れ
な
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
の
持
ち
主
は
、
異
な
る
民

族
内
に
適
合
者
を
見
い
だ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
、
小
寺
先
生
は
言
う

ど
こ
の
国
で
も
変
わ
ら
な
い

一ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
が
成
立
し
て
、
は
じ
め

て
正
し
い
関
係
ヒ
ご
え
る
の
で
す

一

日
米
両
骨
髄
バ
ン
ク
の
Ｔ
式
提
携
に
よ

っ
て
、

種
諄計射
疏
舞
嚢

ま
た
、
Ｈ
本
か
ら
米
国
へ
今
提
供
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
両
国
内
で
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
患
者

さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
七
大
き
く
広
げ
る
こ
と

一

に
な
る
．　
　
　
　
　
　
　
一

た
ま
た
ま
取
材
当
日
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
渡

り
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
か
ら
の
骨
顎
提
供
で
、
移
植
を
受

け
た
青
年
、
イ
リ
ア

・
カ
タ
エ
フ
さ
ん
の
退
院
帰

国
が
決
ま

っ
て
、
お
別
れ
合
が
開
か
れ
て
い
た
。

母
オ
リ
ガ
さ
ん
は
挨
拶
の
中
で

「
ス
ハ
シ
ー
ボ

・

あ
り
が
と
う
」
を
何
度
も
く
り
返
し
て
い
た
。

Ｔ
い

″ｉ
救
け
た
い
　
医
師
な
ら
誰
で
も
思
う
こ
と
で
す

そ
れ
は

ア

」友
人
が
い
た
こ
と
は
垂
運
で
し
た

一

小
寺

良
尚

名
古
屋
第

一
赤
＋
字
病
院
内
科
部
長

骨
髄
移
植
セ
ン
タ
ー
長

財
団
企
画
管
理
委
員
会
委
員
長

移植 2年後、自宅で:す っかり元気に花束 を受け取るイリア・ カタエフさん。お別れ会で

瞼颯洵瘍黎隋 蒻



最北の開催地は今日も吹雪 <旭り||>

餞
見

幌

劇旧各・帯広・旭川

苫小牧・函館

<盛岡>

アビールした女子高生の笑顔

気温零下6度。それでも10

分ほどの晴れ間はあうたし、

例年の今頃の最低気温零下

25～30度 と比べれは、まず

まずの夫気だとか。折しも

雪祭り開催中で賑わう会場。

氷雪イ象を背に、通行の皆様に少しでも気持ちがイ云わるよ

うに、チラシ配りは手袋なしてした
=

青森具/青森

秋田県/秋田 本荘 湯沢

山形県/酒田・鶴岡・山形

岩手県/盛岡・花巻・水沢 ―関

宮城県/古川・石巻・仙台

福島県/福島 。会津若松・郡山・ 白河・いわき

―
―
―
‐
彦

割

恣

讐
盛岡

盛 lmJ由 百合学墨女子高寺享

曇鳥『1嬰拿』笙勇葵量ふ遷
ゆく人の気持ちをはぐした

のでしょう。詳しく知りた

いと質問する人が多く、そ

の様子を岩手日報、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手

放送などが、こぞって報道をくり広げました
=

TキヤンペLれ

y2/9

鶉楽
二
十一¬

|‐ 大賑おいマJヽ千谷ちぢみの里 <小千谷>

鼈けうとう1瘍魏   辟飩鰺飩鶉
日本骨髄バンクを通して行われた骨髄移植が 1月 24日 、1000例 に達し、これを記念して 2月 9日 、全国一斉キャ

ンペーンを行いました。参加協力していただいた全国のボランティアの皆様、ライオンズクラブや韓国婦人会の皆

様、本当にありがとうございました。1000人の患者さんに命の贈り物をしてくださつた1000人のドナーさんの温

かい善意は、チラシを手にしてくださった方々にきっと伝わつたことでしょう。

猛吹雪の全国気球競技大会

前夜祭会場にはカメラ片手

のマニア、観光客が大勢。

架設テント内では、無料サ

ービスのあつあつの月蓉汁や

甘酒をすすりながら、バン

ク談義でもりあがる。冷た

い雪にさらされてかもしだ

獣膊崎F:で暮曇:甜醇解:襲θξ『[「

心強い、受験生は“はくがく"?

生も多‐く、議しなけてクると思いのほかバンクの内容に

詳しい。1心強ぃかぎりでした。

ヽ
=「

||■■t
当日酉己られた

茨城県/水戸・龍ケ崎 栃木県/宇都宮

群馬県/前橋

埼玉県/春 日部・1口・サ越・越谷・熊谷・岩槻

千葉県/千葉・柏・習志野・茂原

東京都/新宿・銀座・渋谷・池袋・品川

神奈り県/横浜・川崎・ 平塚・栢模原・厚不

都内8カ所で282名 が18500

枚のチラシを配布。本部会

場では街頭ステージを使ち

て開会を宣言、バンクヘの

理解とドナー登録を呼びか

け、道ゆく人も足を止め、

関心を寄せてくれました。

シーズンとあって大学受験

ボールペンとチラシ



※紙面の都合上、取材箇所は随意にビックアップ しました

日溜まりに「春J善通寺境内 <善通寺> 瀬戸内の春の予感 <尾道>

ここを舞台にした「放浪記」の作者・林芙美刊象前。歩

いて2分、海からの潮の香もさわやかc穏やかな瀬戸内

気候とはいえ、桜はようやく硬いつばみ。そんな静かな

春の予感を楽しむかのよう、年配のカップルの観光客が

何組か。人生の機微、命の重みを知り分ける年代だけに、

真剣な面持ちで説明を聞いてくれました。

珍しい上天気、活発な反応 <富山>

鳥取県/米子・鳥取

島根県/松江・浜田

岡山県/岡山・倉敷

広島県/広島・尾道

二次・庄原

山口県/山口・徳山

宇部・下関

徳島県/徳島

香川県/善通寺

愛媛県/松山 。今治

高知県/高知

日溜まりに入ると感じられ

る「春近し」。日曜日ともな

れは、空海が開ぃた善通寺

には観光客がバスを連ねて

参拝に訪れる。ボランティ

ア参加の四国学院大学生の

説明に耳を傾け「支援します。頑張ってください」と、そ

の場で寄付金を出そうとする人もいました。

若者は初夏のよそおい <那覇>

警

1年中花が絶えない。_2.月 .‐

は南米原産「イッベイ」が

盛りで、ちなみに桜はもう

葉桜です=日 中は22度 を超

え、若い人は半袖姿3イ ベ

ントの度に配るハート型の

国沿はすっかり人気が定着し、

その場で協力を申し出てく

福岡県/福岡 佐賀県/佐賀

長崎県/長崎 大分県/大分

宮崎県/宮崎 熊本県/熊本

鹿児島県/鹿児島・川内 沖縄県/那覇

<宮崎>

気滸 仰嘴■奢 ■・ ■半のつ―
ぼ二

みもふくらみ、もう一月ほ

どでお花見っ九州初のシン

ポジウム開催地の名にかけ

チラシ配りに熱が入るc3
ヵ月毎に呼びかけ運動をす

る同じデパー トの回ビーで

「命のボランティア」「21歳の

飩

荒れる日本海からの寒風吹

きすさぶはずが、この日は

珍しく気温10度 を超え、天

気|ま 上
=々「
それ、何け、く

れるがけ ?」 チラシを手に

とるおばあちゃんもd「置き

薬、魚津の蜃気楼はもちろん、早速の次の活動作戦会議

の肴・新鮮な魚介類がこの地の自慢でしょう1と か
=

富山県/菖二 石川県/全沢 '三井具/橿■ 敦質

岐阜県/項三・大垣・高山 キ湾1 愛短具′名言置 三埼

手面県/華
= 

浜■ 譲11.I= 二重具
′

=三
言

尾道
■

京都

善

讐善通寺

古都ならではのキャ

<京都 >

ンヘーン風景

「Iポ苺 :

―
:二‐‐
・ ―

. 貯二―

小千谷
´

馨

富山   ・

裔

滋賀県/八 日市・守山

京都府/京都

奈良県/奈良・天理

兵庫県/神戸・姫路

大阪府/大阪・堺

れ歌出県/不口歌山

底冷えから免れ前日からの

晴天で、賑わう四条河原町。

開業200、 300年 は珍しくな

い老舗が点在する町並みを

着副‖れていると見受けられ

る和服姿がちらほら。低い

家並み越しに八坂の森や比叡山、はるかに愛宕山の山影

が見渡せる。古都ならではのキャンパーン風景でした。

通りすがりの中学生が3人、

れたり、感激の 1日 でした。

手応え十分、腰をすえた取り組み

一載
・驚

別れ」などビデオを流して、腰をすえての取り組みの成

果。12人 が資料申込みハガキに記入してくれました。



靡 R‐・―ディ窯――顆畿巫饒核俯

1)患者登録から骨髄移植までに要 した日数 呼成5年 1月 ～平成9年 3月 までの1075111)

|■ |■ 平成 45年  登録思者

麟髄爾 平成 67年  登録患 者

■■|■ 平成 81■  登録患 者

は 理 ― デ ィ 轟
奉

卜 瘍 量 は 蝙 籟 砂 り で (グ ラフ面積と実数は対応していません)

1)コーシネ+開始力う3次検査以前(1,169人 ) 2)3次検査から最終同意まで(994人) 3)最 終同意以降(88人 )

ドナー側の理由

194ナ

のイ也

都合つかず 16人

妊娠出産 4人

家族 本人の不同意

42人

健康上の理由

125人

ドナー側の理由

本年 3月 末までに移植を受けた患者さん1,075人 を、患者登録年次別にグル

ープ分けし、その方々が移植までに要した日数を示すグラフです。骨髄バン

ク事業の開始当初は、 ドナー登録者数が少なく適合 ドナーが見つかるまでに

かなり時間が必要でした。 ドナー登録者数の増加とコーディネー ト体制の充

実により、移植までに要する日数は着実に短縮されています。

*なお、移植例の中には、患者さんの病状の変化によリコーディネートが、

一時中断・保留になったケース (日 数)も含まれています。(下図も同様)

1001以上

患者登録された年別に、移植までの各段階の中央値日数のグラフ

です。なお、中央値のため各段階と合計日数は対応しません,

●登録から適合まで/ドナー登録数増加とともに短縮しています.

●適合から3次検査まで/適合確率の高まりとともに、複数のド

ナー候補者を有する患者さんが増え、コーディネート件数の増

加と条件の良いドナーを選ぶために時間が必要となっています。

03次検査から最終同意まで/確実に短縮してきていますが、上

記

'と

同様の理由で、時間が必要となっています。

●最終同意から移植まで/移植病院の空き状況と採取病院との調

整が必要であり、最低でも1ケ 月半程度の時間が必要です。

96年 1月 ～12月 までの1年間のドナーコーディネー

ト依頼件数は2,820件 で、一方、昨年 1年間のコーデ

ィネート中止は2,251件 でした。

1)=者イ]理由で多いのは、コーディネート中のよ

り条件の良い他のドナー候補者を選択しての中止で

あり、次いで治療が難しい患者さんも多い実態から

残念ながら各段階で病状変化で中止となっています。

2)ドナー側理由で多いのは、健康上の問題です。

次いで家族・本人の不同意、都合つかずとなってい

ます。ご家族のご同意なくしては提供できませんの

で、お早めにご家族内での話し合いをお願いします。

人

人

人

３０

２０
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００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

数移

移植までの

日数 (日 )

2)適合 検 索・ コー デ ィネ ー ト・ 移 植 ま で に 要 した 日 数 <中央値>呼 成5年 1月 ～平成9年 3月 までの107側 )

o      100     200     300     400     500 日数

登録年 移  植 159例
平成 4年  最大 日数 1620日

最小 日数  185日

登雀果年 移  植 185イ 列

平成 5年  最大 日数 1397日

最小 日数 130日

登録年 移  植 271例
平成 6年  最大 日数 1086日

最小 日数 150日

登録年 移  植 301例
平成 7年  最大 日数 764日

最′」ヽ日数 131日

登録年 移  植  159例
平成 8年  最大 日数 409日

最小 日数 116日

９ ０ ‐

～

‐ ０ ０ ０
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デ
ィ
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夕
馨
薩
『

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
地

域を対象に、
一般公募により受講者

跛躙
議鵬躊い筆げ導蜘『】購け脂赫嗣け

鱚
囃知肺
毎
群
琉
２６ル締

鰤
木
洟
廂
牌

轟祗
コーデ
ィネ
ー
タ
は
、
４月
か
ら各
地
で

実
際
の
ド
ナ
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
現
場

で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
全
国
で
１
５
５
名
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
募
集
は
現
在
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
規
に
研
修
を
行
う

際
は
、
改
め
て
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
て
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
）

厚
豊
甕
「骨
腫
移
植
爾
査
研
究
事
業
」

公
臨
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

本
年
２
月
１５
日
（土
）国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
８
年
度
の
骨
髄
移

植
調
査
研
究
班
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、
最
近
の
研
究
成
果
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
の
適
合
に
関
す
る
研
究

で
は

「移
植
患
者
の
急
性
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
発
症

と
生
存
率
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
の
Ａ
座

Ｂ
座
お
よ
び
Ｄ
Ｒ
座
の

一
致
、
不

一
致
が

相
関
し
て
お
り
適
合
さ
せ
る
必
要
」
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
「
Ｃ
座
、
Ｄ
Ｐ
座
と
の

相
関
は
認
め
ら
れ
ず
、
Ｄ
■
圧
は

一
部
相

関
が
否
定
で
き
な
い
た
め
今
後
と
も
研
究

が
必
要
」
と
の
報
告
で
し
た
。

２
．
ド
ナ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
研

究
で
は

「造
血
幹
細
胞
の
増
殖
の
基
礎
研

究
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
が
、
臨
床
応
用

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
状
況
」
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

連絡とれず ″人

都合つかず 156人

患者側の理由 患者倶1の理由 患者側の理由 ドナー側の理由

10



人  口 提供者数 言者登彙童 移植患者数

81

5

8

17

5

11

20

12

|■|■日本1骨1騨バンクの現状||■ |

||||||■ |■ ||||||||■ ■ ■ |||||                ‐

■日本骨饉バンク事業は開始がら01年が経過し、本年 1月 24日

には骨髄′ヽンク|を介した移植夕1が(1000例 に達しました。ご提

供いただいた|ドナ■|の皆様にはtl患者さんに生きる希望、生命

:[基 ::][ill誇肇 :1受][lliill[[I
ゴ■ディネート活動を行い、多くの患者さんに生きるチキシス

が生まれるよう努力を重ねてまいります.

匁 彗華 =蒙テー毒
=一

テ■
=―

1嶺 1■

(平成 9年 3月 末現在 :RIL__

ドナー登録者数 81.919′ 言者登録豪 5028

HLA道 合検 菜

HLA適合ドナー数 14395人 HLA適合患者数 3,692人

くコーディネート(I)>

▼

聰馨選1購難鸞、 籍ナー量委.諄護
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注■人口は平成6年 10月 1日 現在のた計夕、三 二す
~三

3月 総務庁統計局刊)

注② ドナー登録数はデータセンター登筆者≡
=数

 モンター所在地)

注0提供者数・患者登録数 移植患者数
==住=

くコーディネー ト (■ )

▼

骨萎提供 多埴実屯数 1075「   く
'7二

~T '

注■ ド十一肇牟1瞥け 年幹r褥 や帯午,ヽ甲■筆■吟 上`今‐‐‐‐鶏 ‐｀ 自■登

録数は、登録開始からの累計数=患者登録三在数は、移桂亮了者、登チ三:1言
=ト

た登録者現在数 注 3 HLA適 合者数は、HLA A B.DR座が一致した素計数 注 48

次検査数は、コーディネート (I)が終了し採血検査した累計数 注 5最終同意数

は、ドナーとその家族からの提供同意書が確認され、採取・移植日程の調整に入った、

ドナー・患者の組合せ累計数 注I骨髄提供・移植実施数以外の各段階の数字は、

コーディネートが中止となった例数を含みます。

プ1鸞5‐嚢鑢‐T

(2次検査 ドナー数62,霞人 三者登議 在
=

3次検査患者数3次検査ドナー数 5,177人

最終同意・移植 日程調整



1卜IFC)IRン1ドギ「 t(Dヽ1

冬盪影畷軋 儘躾軋な量輻爾晰入蝙靴つけて‐

これまでHLA型の検査は、 ドナー登録時の1次検査でA座、B座を調べ(2次検

査でDR座を調べる2段階の検査方式でした。

本年4月 より、ドナー登録時に 1次 。2次の検査を同時実施することになりました。

今後、 ドナー登録される皆様は、 2次検査のため再度お出かけいただく必要はなくな

り、ご負担が軽減されます。

なお、すでにドナー登録されている方で、2次検査がまだお済みでない皆様には、

各骨髄データセンターより順次2次検査のご案内が出されます。案内が届きましたう、

お早目に

'次

検査を受けでくださぃますようお頗ぃぃたします。

|■■■■■■●■|■■■■●■■●■■■
…

■|●‐‐
・・・

●+■●●■ll…Ⅲ
・・・・

鰈 1次検査がお済みの方
患者さんと適合

京 。オーチャードホールでホセ・カレー

ラス氏のチャリティーコンサート「いの

ちのボランティア」を当財団とホセ・カ

レーラス国際自血病財団の共催で行いま

す。自血病を骨髄移植によって克服し、

奇跡のカムバックを果たした彼の歌声は、

多くの患者さんに生きる勇気を与えるこ

とでしょう。なお、収益金は両財団に等

分に全額寄付されます。

●「バンクニュースJにつt｀てのご意見:‐

ご感想など、読者からの投稿をお待ちし

ています。皆様と紙上キャッチボ‐
ルが

できればと考えています。

巨藍亘⊃■す⊂IΞ∃寸 |

_                  (3次 検査)

黎 1次 。2次検資がお済みの方

骨髄バ ンクの機能を本格的に発揮 させる

には、多くの資金が必要です。骨髄バ ン

クのサポーターや賛助会員として、善意

の ドナーと骨髄バ ンクを支えて くださる

よう呼びかけをしています。個人、企業

グループで骨髄バ ンクを応援 してくださ

い。お振込み先は下記の通 りです。

サポーター1口   1,000円 (何口でも)

賛助会員  年 100,000円 〈法人団体)

10,000円  (イロ入)

郵便振替口座番号00130-2-609313

●本紙は、日本赤十字社のご協力により、

すべてのドナー登録者の方に送付してお

い■卜́ 平ヽ■■■:■型早
'キ

キ
'‐

■‐ '●r

氏名の変更のあった方|ま,草録年の骨雫
デ=タ

センターヘお知らせください。

●ドナー登録者の方で51歳になられた

り、何らかの理由でドナー登録を取消さ

れる方で「骨髄バンクニュース」の送付

を引き続き希望される方は、財団事務局

までご連絡下さい。

●日本小型自動車振興会から補助

今年度も、普及啓発ポスター、バンフレ

ット、リーフレットの1印刷夕|す
「オ
「

ト
レース公益資金」の補助が決定しました。

■三井

昨年12月 6日 に東京・新宿ルミネ内のアク

トホールで、96年全国大会の併催事業と

して、ロックコンサー トが行われました。

ケイ・グラントの司会、Ⅳ℃で、PANTA、

ジョー山中、六三四、VANILLA、 古代ま

ことの皆さんがライブにボランティア出

演。骨髄バンクヘの協力を訴え、元気に

なられた元患者さんも舞台に立ち、会場

の大きな共感を呼びました。

■NMDPと の業務提携が始まりました。

これをかわきりに国際化に向けて取り組

んでいます。今なお ドナーが見つからな

に応じ、10号編集に協カレ了
`|だ

||=|
方々 、ありがとうございました。益々 のご|

患者さんと適合

(3次検査)


